
 

令和元年度 第 4 回 委員会（実施連絡） 

 

１ 日 時： 令和元年 7 月 21 日（日）  委員会        13：25～16：50    

 （午前中、事業部会           10:30～11:00） 

 （審査、43回展改善事項検討部会 11:00～12:30） 

２ 場 所： 日展会館（本館：鶯谷北口）2Ｆ会議室 

３ 議 事  事務局報告 

   ・7/21 日現在 在籍人員会員 214特別 1 名誉 11 永年 19 計 245 名(増減なし)  

7/15 付け 洋画会員 山﨑暁子 体調不良により 1 名退会  

7/19 工芸入会者 曽田耕吉 1 名（島根支部）      （内訳相違あり修正） 資料配布 

 ・7/2 東京都美術館に 43 回展使用料払込(会計) ￥1,226,900-(前年￥1,110.000-) 約 1割アップ 

       内訳 ： 展示室代 ￥1,226,000- 事務他代（搬入出室、審査室） ￥200,900- 

 ・7/12 ﾜｲｽﾞｸｴｽﾄ担当者より新聞各社の買取枚数の連絡あり 計 1460枚（前年 1192枚） 

読売 830 朝日 474 産経 100 毎日 56（前年 読売 904朝日 234産経 0 毎日 54） 

・7/14 事業部主催 色彩について講演実施 日展会館 2階会議室 24名参加 

・H29年 3月委員会資料 ： 4部門業務内容と人員組織図（新委員組込再作成）    2資料再配布 

４ 議 題 

(１) 会計 支給交通費半減に対する討議  並び 現在事務局の考えている経費削減策  

・交通費は、従来通り 100％支給にする。名簿：隔年毎の発行 、8 月暑中見舞広告の取り止め 

(2) 第 43 回展審査、改善事項検討関連：審査委員・洋画 13 名の発表：森屋、鈴木、山下、石原、松本、 

張、陳、増野、児玉、小高、河野、鳥沢、飯村、清水     ・工芸 3 名：富岡、北口、田中 

（本人了承により決定となる） 

（３） 第 43回展関連：永野部会長 

  ・役割分担について：7/21 現在での割振りを行った。(本展までの委員会には、持参する) 

  ・各支部の応援体制（要員）について：8/25（8月委員会）締め切りで、各支部長よりの報告受ける。 

  ・役割分担表の配信は、途中段階のため 省略 

（４） 色彩について講演報告（土屋委員）：受講者 3名減り、21名でその内、4名が一般であった。 

    新日美への親近感、ふれあいの場が広がったと強く感じた。 

（5） その他：土屋委員の個人的な都合により、今後本展会期中を含め、協力が限定的となる旨発言あり。 

次回 委員会 ： 8月 25日（日）：13：00～16：45 (午前中 事業部会、並びに 

審査、改善事項検討部会) 

日展会館 本館（鶯谷 北口）2F 会議室 

 

出席 25 名  

欠席 6 名 

石原、石村、大石、小高、蕪木、河野、後藤、小宮山、相楽、篠、鈴木、住佐、早田、 

            高岩、高木、張、陳、土屋、永野、辺見、増野、松本、水野、宮嶋、森屋、山下、 

児玉、倉田、富岡、山﨑、湯澤 ［31 名］ 

 


